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震災から
　未曾有の被害をもたらした東日本大震災から半年。
　いまだかつてない震災がもたらした教訓として、災害時における地域での対
応や体制づくりが改めて重要視されています。災害の被害を最小限にとどめる
ためにも町と地域の皆さんとの一体となった体制づくりが必要です。

　町では各地区の自主防災会と協力し、９月４日に町内計４ヶ所での地震によ
る津波や火災を想定した防災訓練を実施しました。
　「自主防災会」「消防団」「消防署」「御宿町赤十字奉仕団」それぞれが自らの
役割を認識し、充実した避難訓練が行えました。

　今後も、それぞれの役割を認識し、協力して強力な防災タウン“御宿”を築
きあげていきましょう。

そ
れ
ぞ
れ
の防災対策

半
年
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災
害
時
の
応
急
体
制
の
確
認
や
自
主
防
災

組
織
の
充
実
を
目
指
し
、
９
月
４
日
に
町
内

４
会
場
で
防
災
訓
練
を
行
い
ま
し
た
。
こ
の

訓
練
は
、
地
域
で
の
災
害
時
の
初
動
対
応
訓

練
を
行
う
事
に
よ
り
、
迅
速
か
つ
的
確
な
対

応
と
町
民
の
防
災
意
識
の
高
揚
を
図
る
も
の

で
、
約
４
０
０
名
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

今
回
行
わ
れ
た
訓
練
で
は
、
町
内
に
千
葉

県
房
総
南
方
沖
を
震
源
と
す
る
地
震
が
発
生

し
、
津
波
情
報
が
発
表
さ
れ
た
と
い
う
想
定

で
、
各
自
主
防
災
会
と
消
防
団
が
連
携
し

一
時
避
難
所
へ
の
避
難
訓
練
や
情
報
収
集
・

伝
達
訓
練
を

行
い
ま
し
た
。

　

更
に
、
旧

岩
和
田
小
学

校
が
会
場
と

な
っ
た
岩
和

田
区
・
六
軒

町
区
で
は
、

消
防
職
員
に

よ
る
三
角
巾

　

町
で
は
、
防
災
対
策
や
計
画
の
見
直
し
を

開
始
し
、
こ
れ
ま
で
次
の
事
に
つ
い
て
実
施

（
今
後
予
定
含
む
）
し
て
き
ま
し
た
。

○
防
災
備
蓄
品
の
整
備

　
（
防
災
飲
料
水
や
乾
パ
ン
等
の
備
蓄
食
料

の
追
加
購
入
）

○
津
波
避
難
誘
導
看
板
及
び
津
波
注
意
看
板

の
設
置

　
（
町
内
に
誘
導
看
板
を
５
箇
所
、
注
意
看

板
を
４
箇
所
設
置
）

○
一
時
避
難
場
所
看
板
の
設
置

○
津
波
避
難
計
画
策
定
に
係
る
住
民
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催

○
住
民
懇
談
会
で
の
防
災
対
策
説
明

○
津
波
一
時
避
難
所
ビ
ル
の
協
定
締
結

○
東
京
電
力
電
柱
を
利
用
し
て
、
避
難
時
の

目
安
と
な
る
標
高
看
板
の
設
置（
今
後
実

施
予
定
）

○
町
内
12
箇
所
へ
標
高
柱
を
設
置

○
消
防
団
フ
ェ
ス
タ
の
開
催

　
（
10
月
30
日
予
定
）

　

地
域
防
災
の
要
で
あ
る『
消
防
団
』。

　

防
災
体
制
を
継
続
的
に
充
実
強
化
す
る

た
め
に
は
、
未
来
の
消
防
団
を
担
う
地
元

の
子
ど
も
た
ち
に
、
防
火
・
防
災
に
関
心

を
持
っ
て
も
ら
う
事
が
重
要
で
す
。

　

こ
の
た
め
小
学
生
や
保
護
者
を
対
象
に

消
防
活
動
に
理
解
と
関
心
を
持
っ
て
も
ら

う
こ
と
を
目
的
に
10
月
30
日
に
御
宿
小
学

校
で
消
防
資
機
材
等
の
展
示
・
説
明
や
放

水
体
験
、
炊
出
し
の
実
践
等
を
行
う『
消

防
団
フ
ェ
ス
タ
』
を
実
施
す
る
予
定
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
に
消
防
団
活
動
や
防
災
対

策
を
体
験
す
る
こ
と
に
よ
り
、
消
防
団
の

役
割
を
理
解
す
る
と
と
も
に
、
日
ご
ろ
か

ら
防
災
に
対
す
る
意
識
を
高
く
持
っ
て
も

ら
う
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。

災
害
に
強
い

ま
ち
づ
く
り
へ

三角巾を利用して！

▲

▲消火栓を利用し放水！

　

小
川
消
防
団
長
は
各
会
場
で
、
南
相
馬
市

職
員
か
ら
提
供
さ
れ
た『
津
波
が
押
し
寄
せ

る
様
子
』
を
と
ら
え
た
写
真
を
手
に
南
相
馬

市
を
訪
れ
た
時
の
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

　
「
我
々
も
海
辺
に
暮
ら
す
町
民
で
あ
り
、

い
つ
こ
の
よ
う
な
被
害
に
あ
う
か
判
り
ま
せ

ん
。
日
頃
の
備
え
を
し
っ
か
り
と
す
る
と
と

も
に
、
３
月
11
日
の
経
験
を
し
っ
か
り
と
記

憶
に
と
ど
め
て
お
い
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
写

真
は
役
場
に

あ
り
ま
す
の

で
、
ぜ
ひ
家

の
ど
こ
か
に

掲
示
し
記
憶

を
風
化
さ
せ

な
い
で
く
だ

さ
い
。
」
と

呼
び
か
け
ま

し
た
。

記
憶
を
風
化
さ
せ
な
い

を
利
用
し
た
応
急
救
護
訓
練
や
ハ
イ
ゼ
ッ
ク

ス
米
の
炊
き
出
し
訓
練
を
日
本
赤
十
字
奉
仕

団
の
協
力
を
得
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
ま

た
、
高
山
田
区
の
会
場
で
は
、
水
消
火
器
を

使
っ
た
初
期
消
火
訓
練
、　

消
火
栓
を
利
用

し
た
放
水
訓
練
等
を
行
い
、
上
布
施
区
の
会

場
で
は
初
期
消
火
訓
練
や
応
急
救
護
訓
練
が

行
わ
れ
、
実
谷
区
の
会
場
で
は
、
防
災
資
材

の
確
認
や
危
険
箇
所
の
巡
回
を
行
い
ま
し
た
。

▲被災地の写真を手に

町
の
防
災
へ
の
取
組

一
歩
一
歩
前
へ

消
防
・
防
災
啓
発
活
動
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東
日
本
大
震
災
か
ら
半
年
が
過
ぎ
ま
し

た
が
、
日
頃
の
備
え
は
十
分
に
行
え
て
い

ま
す
か
？

４
月
の
広
報
で『
自
分
に
出
来
る
こ
と
』

『
ご
近
所
と
力
を
合
わ
せ
て
出
来
る
こ
と
』

な
ど
に
つ
い
て
掲
載
し
ま
し
た
が
、
そ
の

後
の
準
備
は
い
か
が
で
し
ょ
う
か
。

半
年
た
っ
た
今
こ
そ
、
再
度
の
避
難
経

路
や
避
難
場
所
、
防
災
用
品
の
確
認
を
行

い
ま
し
ょ
う
。
日
頃
使
用
し
て
い
る
道
路

で
、
危
険
な
個
所
が
無
い
か
確
認
し
、
有

事
の
際
に
安
全
に
通
行
で
き
る
か
考
え
る

こ
と
も
必
要
で
す
。

ま
た
、
普
段
寝
て
い
る
寝
室
に
地
震
の

発
生
に
よ
っ
て
倒
れ
る
恐
れ
の
あ
る
タ
ン

ス
や
本
棚
が
あ
る
場
合
は
、
安
全
な
場
所

に
移
動
す
る
か
、
固
定
金
具
等
を
取
り
付

け
る
な
ど
工
夫
を
お
願
い
し
ま
す
。

『
自
分
の
身
は
自
分
で
守
る
こ
と
』
そ
れ

が
一
番
の
防
災
で
す
。

日
頃
か
ら
危
機
管
理
の
意
識
を
高
く
持

ち
災
害
の
予
防
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

備
え
あ
れ
ば
憂
い
な
し

消
防
主
任
よ
り  

地
産
地
消

い
ま
が
旬
！

Vol,06

　

い
よ
い
よ
キ
ン
メ
ダ
イ
が
10
月
解
禁

と
な
り
ま
す
。
６
月
か
ら
９
月
ま
で
の

禁
漁
期
間
を
終
え
、
こ
れ
か
ら
が
収
穫

時
期
と
な
り
ま
す
。

　

キ
ン
メ
ダ
イ
は
そ
の
名
の
と
お
り
金

色
の
目
を
し
て
い
る
こ
と
か
ら
名
付
け

ら
れ
、
見
た
目
も
鮮
や
か
な
こ
と
で
漁

業
者
や
釣
り
人
ば
か
り
で
な
く
、
一
般

の
方
に
も
非
常
に
有
名
な
魚
で
す
。

　

御
宿
の
漁
業
は
近
年
、
キ
ン
メ
ダ
イ

漁
に
も
力
を
入
れ
、
漁
獲
量
が
増
え
て

い
ま
す
。
冬
の
キ
ン
メ
ダ
イ
は
脂
が
の

り
、
濃
厚
な
味
わ
い
で
す
。
こ
れ
か
ら

は
町
内
の
魚
屋
に
も
並
び
ま
す
の
で
身

近
な
高
級
魚
を
堪
能
し
て
く
だ
さ
い
。

【
豆
知
識
】

　

キ
ン
メ
ダ
イ
は
、

た
ん
ぱ
く
質
や
ミ

ネ
ラ
ル
等
、
他
の

白
身
魚
に
比
べ
て

豊
富
に
含
ん
で
い

ま
す
。
ま
た
、
貧

血
防
止
に
な
る
鉄

分
、
疲
労
回
復
に

必
要
な
ビ
タ
ミ
ン

Ｂ
１
、
細
胞
再
生

や
成
長
促
進
な
ど

に
役
立
つ
ビ
タ
ミ

ン
Ｂ
２
な
ど
を
含

む
栄
養
価
の
高
い

魚
で
す
。

▲５月には50センチを超えるものも水揚されました

キ
ン
メ
ダ
イ

　

ま
ち
づ
く
り
推
進
委
員
会
よ
り
平
成

22
年
度
に
誕
生
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ

ル
ー
プ
の『
さ
く
ら
Ｗ

ワ
ー
キ
ン
グ
ル
ー
プ
Ｇ
』。

　

町
と
の
協
働
に
よ
り
、
22
年
度
に
は

約
１
２
０
本
の
さ
く
ら
を
植
栽
し
、
引

き
続
き
管
理
に
協
力
を
頂
い
て
い
ま
す
。

主
に
水
や
り
や
周
辺
の
草
刈
り
な
ど
の

作
業
、
新
た
な
植
栽
候
補
地
の
選
定
に

尽
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

今
後
、
作
業
を
行
う
に
あ
た
り
左
掲

載
の
看
板
を
掲
示
し
ま
す
。

　

町
民
の
皆
さ
ま
は
、
こ
の
看
板
を
目

に
し
た
ら
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
に

よ
る
作
業
で
あ
る
こ
と
を
認
識
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
同
グ
ル
ー
プ
の
活
動
に
興

味
が
あ
る
方
、
協
力
頂
け
る
方
は
ま
ち

づ
く
り
推
進
委
員
会
事
務
局（
企
画
財

政
課
）
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

企
画
財
政
課　

℡
６
８
‐
２
５
１
２

さ
く
ら

ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

活
動
中
！

御
宿
町
で
は
、
平
成
20
年
６
月
１
日
か
ら

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら

れ
て
い
ま
す
。

住
宅
火
災
に
よ
っ
て
亡
く
な
っ
た
方
の
多

く
は
「
逃
げ
遅
れ
」
に
よ
る
も
の
で
す
。
住

宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
す
る
こ
と
に
よ
っ

て
火
災
を
早
期
に
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
、

大
切
な
命
を
守
る
こ
と
に
つ
な
が
り
ま
す
。

住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設
置
し
た
場
合
、

住
宅
火
災
に
お
け
る
死
者
数
は
、
設
置
し
て

い
な
い
場
合
の
お
よ
そ
３
分
の
１
と
な
っ
た

実
績
が
で
て
お
り
、
住
宅
用
火
災
警
報
器
の

有
効
性
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

町
で
は
、
各
地
区
の
消
防
団
の
協
力
に
よ

り
８
月
中
に
住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
状

況
に
つ
い
て
戸
別
訪
問
調
査
を
実
施
し
ま
し

た
。
調
査
の
結
果
に
つ
い
て
は
、
ま
と
ま
り
次

第
お
伝
え
し
ま
す
が
、
設
置
が
ま
だ
の
家
庭

に
お
い
て
は
、
早
急
な
対
応
を
お
願
い
し
ま
す
。

つ
い
て
い
ま
す
か
？

火
災
警
報
器 ▲設置の済んでいる方は挙手を！

▲三上消防主任
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○
全
国
大
会
出
場
助
成
金

　
【
補
正
予
算
額
：
３
万
円
】

▽
全
国
大
会
に
出
場
す
る
町
内
の
小
中
学

生
を
対
象
に
助
成
す
る
も
の
で
す
。

　
　

今
年
度
は
こ
れ
ま
で
に
町
内
の
小
学

生
が
柔
道
、
水
泳
の
種
目
に
お
い
て
全

国
大
会
に
出
場
し
ま
し
た
。
特
に
水
泳

で
は
、
Ｂ
＆
Ｇ
全
国
ジ
ュ
ニ
ア
水
泳
競

技
会
に
お
い
て
吉
野
将
貴
君
が
小
学
校

３
・
４
年
生
平
泳
ぎ（
50
ｍ
）
の
部
で
大

会
新
記
録
を
出
し
第
１
位
に
、
中
島
え

み
り
さ
ん
が
小
学
校
５
・
６
年
生
平
泳

ぎ（
50
ｍ
）
の
部
で
第
１
位
、
自
由
形

（
50
ｍ
）
の
部
で
第
２
位
に
輝
き
ま
し
た
。

○
町
内
産
業
活
性
化
を
目
的
に
修
繕
費
等

を
予
算
化
。

　
【
補
正
予
算
額
：
６
１
３
万
】

▽
各
公
共
施
設
の
修
繕
工
事
等
を
計
画
的

に
執
行
し
、
施
設
の
安
全
か
つ
適
正
な

管
理
を
行
う
。

▲助成金交付式後の様子
　写真左から２番目：吉

よ し の

野　将
ま さ き

貴くん
　写真右から２番目：中

まかしま

島えみりさん

　

第
３
回
定
例
会
が
９
月
１
日
・
２
日
に
開

催
さ
れ
、
一
般
会
計
補
正
予
算
第
４
号
が
成

立
し
ま
し
た
。

　

補
正
予
算
の
中
か
ら
主
要
な
も
の
を
紹
介

し
ま
す
。

○
大
腸
が
ん
検
診
に
ク
ー
ポ
ン
券
及
び
検
診

手
帳
を
交
付
。

　
【
補
正
予
算
額
：
61
万
３
千
円
】

▽
大
腸
が
ん
検
診
に
つ
い
て
、
40
歳
か
ら
60

歳
ま
で
の
５
歳
刻
み
の
年
齢
の
方
に
ク
ー

ポ
ン
券
を
発
行
し
、
無
料
で
受
診
で
き
る

よ
う
に
し
ま
す
。

　
　

ク
ー
ポ
ン
に
よ
る
無
料
検
診
を
き
っ
か

け
に
、
継
続
的
な
受
診
を
心
が
け
て
い
た

だ
く
こ
と
に
よ
り
、
病
巣
の
早
期
発
見
等

を
期
待
し
、
町
民
の
健
康
に
留
意
し
ま
す
。

町
の
取
り
組
み
紹
介

一
般
会
計
補
正
予
算
成
立

▲配布されるクーポンセット

○
住
宅
用
太
陽
光
発
電
設
備
の
設
置
費
用
を

一
部
補
助
。　

【
補
正
予
算
額
：
84
万
円
】

▽
地
球
温
暖
化
防
止
対
策
の
一
環
と
し
て
、

環
境
へ
の
負
担
が
少
な
い
自
然
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
利
用
促
進
に
向
け
補
助
す
る
も
の

で
す
。
期
間
は
10
月
３
日
か
ら
平
成
24
年

１
月
31
日
ま
で
の
受
付
で
、
申
し
込
み
先

着
順
。
ま
た
、
予
算
額
に
達
し
た
時
点
で

締
め
切
り
と
し
ま
す
。

　
　

補
助
額
は
最
大
出
力
１
ｋ
ｗ
／
ｈ
あ
た

り
４
万
円
と
し
、
14
万
円（
3.5
ｋ
ｗ
／
ｈ
）

を
上
限
と
し
ま
す
。

　
　

詳
し
い
内
容
に
つ
い
て
は
、
町
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ（
建
設
環
境
課
の
ペ
ー
ジ
）
を

ご
覧
い
た
だ
く
か
、
建
設
環
境
課
環
境
整

備
班
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
ま
た
、

メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
は
設
置
が
不
可
能

な
地
域
が
あ
り
ま
す
。
詳
し
く
は
各
メ
ー

カ
ー
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

建
設
環
境
課
環
境
整
備
班

℡
６
８
‐
６
６
９
４

未来に向けた

クリーンエネルギー

暴
力
団
排
除
条
例
を
施
行

　

町
で
は
、
安
全
で
安
心
な
社
会
実
現
の
た

め
、
平
成
23
年
９
月
２
日
に「
御
宿
町
暴
力

団
排
除
条
例
」
を
施
行
し
ま
し
た
。

　

こ
の
条
例
は
、
町
民
の
安
全
で
平
穏
な
生

活
を
確
保
し
、
社
会
経
済
を
健
全
に
発
展
さ

せ
る
た
め
、
暴
力
団
排
除
の
基
本
理
念
を
定

め
る
と
と
も
に
、
町
、
町
民
、
事
業
者
の
役

割
、
禁
止
措
置
を
定
め
ま
し
た
。

○
暴
力
団
を
恐
れ
な
い

　

暴
力
団
に
は「
そ
の
存
在
を
許
さ
な
い
」

と
い
う
毅
然
と
し
た
対
応
を
し
ま
し
ょ
う
。

○
暴
力
団
に
協
力
し
な
い

　

飲
食
店
な
ど
で
は
、
い
わ
ゆ
る「
み
か
じ

め
料
」
な
ど
の
お
金
を
渡
す
こ
と
は
絶
対

に
や
め
ま
し
ょ
う
。

○
暴
力
団
を
利
用
し
な
い

　

債
権
回
収
や
問
題
解
決
な
ど
暴
力
団
の
威

力
を
利
用
し
て
は
い
け
ま
せ
ん
。

　

こ
れ
ら
を
基
本
理
念
と
し
、
町
、
町
民
、

事
業
者
等
で
連
携
、
協
力
し
暴
力
団
の
排
除

を
推
進
し
ま
す
。

【
問
い
合
わ
せ
】

　

総
務
課
消
防
防
災
班

　

℡
６
８
‐
２
５
１
1

　

い
す
み
警
察　

℡
６
２
‐
０
１
１
０
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元
在
京
メ
キ
シ
コ
合
衆
国
大
使
館

一
等
書
記
官
で
昨
年
の
５
月
に
岩
和

田
の
大
宮
神
社
で
結
婚
式
を
挙
げ
た

ア
レ
ハ
ン
ド
ロ
・
ヴ
ァ
サ
ー
ニ
ェ
ス

さ
ん
が
８
月
５
日
（
金
）
に
御
宿
の

子
ど
も
た
ち
を
対
象
に
「
日
本
と
メ

キ
シ
コ
の
比
較
」
を
テ
ー
マ
に
、
メ

キ
シ
コ
の
食
文
化
や
生
活
に
つ
い
て

話
を
し
て
く
れ
ま
し
た
。

最
近
日
本
で
も
ポ
ピ
ュ
ラ
ー
な
唐

辛
子
料
理
の
話
や
日
本
で
は
珍
し
い

サ
ボ
テ
ン
料
理
、
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
を

食
べ
る
話
を
聞
い
た
子
ど
も
た
ち
は

大
変
驚
い
て
い
ま
し
た
。

話
を
聞
い
た
後
に
子
ど
も
た
ち
は

メ
キ
シ
コ
の
遊
び
「
ピ
ニ
ャ
ー
タ

（
ク
ス
玉
割
り
）」
を
一
緒
に
楽
し
み
、

割
っ
た
ク
ス
玉
か
ら
出
て
き
た
お
菓

子
を
皆
で
食
べ
た
り
、
メ
キ
シ
コ
の

ジ
ュ
ー
ス
「
ハ
イ
ビ
ス
カ
ス
ジ
ュ
ー

ス
」
を
飲
ん
だ
り
と
メ
キ
シ
コ
の
文

化
を
肌
で
感
じ
て
い
ま
し
た
。

絆が生んだ
メキシコと日本の

異文化交流

秋
の
訪
れ
は
伊
勢
え
び
と
と
も
に

～
お
ん
じ
ゅ
く
伊
勢
え
び
祭
り　

開
催
中
！
～

毎
年
多
く
の
方
々
か
ら
好
評
を
頂
き
、

今
年
で
12
回
目
を
迎
え
る
「
お
ん
じ
ゅ
く

伊
勢
え
び
祭
り
」
が
、
９
月
１
日
か
ら
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

祭
り
期
間
中
の
10
月
31
日
ま
で
、
町
内

各
所
の
参
加
店
に
お
い
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

伊
勢
海
老
料
理
を
食
べ
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。ま

た
、
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
ビ
ッ
グ
イ
ベ
ン

ト
を
９
月
11
日
（
日
）
に
月
の
沙
漠
記
念

館
前
広
場
で
行
い
、
お
得
な
伊
勢
え
び

セ
ッ
ト
の
限
定
販
売
や
つ
か
み
取
り
コ
ー

ナ
ー
、
え
び
汁
の
無
料
配
布
や
伊
勢
エ
ビ

の
直
売
が
行
わ
れ
、
１
２
，
０
０
０
人
の

来
訪
者
は
御
宿
の
旬
と
秋
の
訪
れ
を
堪
能

し
て
い
ま
し
た
。

用
意
さ
れ
た
限
定
３
０
０
個
の
伊
勢
え

び
セ
ッ
ト
（
伊
勢
え
び
２
尾
、
サ
ザ
エ
２

個
で
３
，
０
０
０
円
）
に
は
朝
早
く
か
ら

長
蛇
の
列
が
で
き
、
午
前
７
時
30
分
に
整

理
券
が
配
布
さ
れ
、
８
時
前
に
は
整
理
券

が
無
く
な
る
ほ
ど
の
人
気
ぶ
り
。
ま
た
、

伊
勢
え
び
１
キ
ロ
あ
た
り
７
，
０
０
０
円

の
直
売
も
人
気
で
、
約
３
０
０
キ
ロ
が
販

売
さ
れ
、
持
ち
返
る
方
や
、
そ
の
場
で
焼

い
て
食
べ
る
方
で
会
場
は
賑
わ
っ
て
い
ま

し
た
。

１
尾
１
，０
０
０
円
（
一
人
２
尾
ま
で
）

の
「
つ
か
み
取
り
コ
ー
ナ
ー
」
が
特
に
人

気
で
、
朝
か
ら
イ
ベ
ン
ト
終
了
間
際
ま
で

列
が
途
切
れ
る
こ
と
な
く
、
用
意
し
た
８

０
０
尾
で
は
足
ら
ず
、
さ
ら
に
６
０
０
尾

を
追
加
す
る
程
で
し
た
。

当
日
は
森
田
健
作
千
葉
県
知
事
も
訪
れ
、

「
日
本
の
元
気
を
千
葉
か
ら
！
」
と
挨
拶

さ
れ
、
伊
勢
え
び
の
つ
か
み
取
り
や
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
を
体
験
さ
れ
、
来
場
者
と
言
葉

を
交
わ
す
な
ど
、
終
始
に
こ
や
か
に
祭
り

に
参
加
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

当
祭
り
は
10
月
31
日
ま
で
行
わ
れ
、

ビ
ッ
ク
イ
ベ
ン
ト
は
10
月
２
日
（
日
）
に

も
行
わ
れ
ま
す
。
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空中の熱い戦い
御宿の美しい砂浜を活かした大規模なスポーツ大会「ビーチバレー

　ムーンカップ in 御宿」が８月２０から２２日の間で行われ、一般
の部、高校生の部、中学生の部に県内外から総勢２９１チームが参
加しました。各チームは、砂浜に足をとられながらも機敏にプレーし、
時には砂浜にダイブするなど、熱い戦いが繰り広げられました。

大会当日は秋雨前線の影響で、あいにくの空模様でしたが、それ
ぞれが雨や風等の影響を受けるアウトドアスポーツの醍醐味を楽し
んでいました。

一般の部では、多くのチームが４人編成を採る中、３人編成のチー
ム「ごきげん３( さん )」が見事２１３チームの頂点に輝きました。

すべての試合が白熱するものでしたが、決勝戦ではお互いが１点
を奪い合う接戦で、勝敗が決したときのスコアボードは２５対２３
を示していました。

　

保
護
者
の
声
援
が
各
チ
ー
ム
に
送
ら
れ

る
中
、
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
６（
六
軒
町
子
ど
も
会
）

が
優
勝
し
、
２
連
覇
を
果
た
し
ま
し
た
。

　

こ
の
大
会
の
上
位
４
チ
ー
ム
は
８
月
６

日（
土
）
に
夷
隅
ス
ポ
ー
ツ
広
場（
18
チ
ー

ム　

２
８
５
名
）
で
行
わ
れ
た
第
46
回
青

少
年
の
つ
ど
い
夷
隅
地
区
大
会
に
出
場
し

ま
し
た
。

　

夷
隅
地
区
大
会
で
は
、
出
場
し
た
４

チ
ー
ム
は
惜
し
く
も
敗
退
し
て
し
ま
い
ま

し
た
が
、
郡
内
の
多
く
方
々
と
触
れ
合
い
、

親
睦
と
友
情
を
深
め
ま
し
た
。

　

町
青
少
年
相
談
員
連
絡
協
議
会
が
主
催
す
る

「
つ
ど
い
大
会（
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
）」
が
７
月
16

日（
土
）
に
町
野
球
場
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

小
学
生
を
対
象
に
男
女
混
合
の
９
チ
ー
ム（
１

３
８
名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ッ
ク
ベ
ー
ス
は
手
軽
に
行
え
る
ス

ポ
ー
ツ
と
し
て
定
着
し
て
き
て
お
り
、
技
術
面
、

戦
術
面
と
も
回
を
重
ね
る
毎
に
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ

し
、
随
所
に
好
プ
レ
ー
が
見
ら
れ
る
白
熱
し
た

試
合
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
今
年
か
ら
試
合

に
出
ら
れ
な
か
っ
た
子
を
対
象
に
キ
ッ
ク
ベ
ー

ス
教
室
を
開
催
し
、
よ
り
多
く
の
子
ど
も
た
ち

が
楽
し
め
る
大
会
と
な
り
ま
し
た
。

第17回ムーンカップ in 御宿

勝敗が決まった瞬間、観客からは素晴らしい戦いを見せ
てくれた両チームへ盛大な拍手が送られました。

優勝した『ごきげん３』は「初めから優勝を狙っていま
した。また震災後に行われる、活気ある浜辺イベントの雰
囲気を感じたかった。」と話をしてくれました。

沙
ビーチ

漠と風は
敵か味方

か

▼

優
勝
チ
ー
ム
の「
ご
き
げ
ん
３
」

選
手
も
保
護
者
も
夢
中
！

～
三
角
ベ
ー
ス
に
魅
せ
ら
れ
て
～

御
宿
町
青
少
年
の
つ
ど
い
大
会

夷
隅
地
区
大
会▲つどい大会二連覇を果たした六軒町子ども会
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動物を飼うときは愛情と責任をもって！
～不幸な命を増やさないために私たちにできること～

　皆さんのご家庭では動物を飼っていますか？
　最近、「野良犬・野良猫」が増加しています。しかし最初からそうだったわけではなく、飼い主に捨てられた
犬や猫、またその子たちが野良犬や野良猫になっているのです。
　動物を飼うということは、その一生を責任をもって面倒をみることです。自治体に引き取られた犬や猫は大
半が殺処分されます。不幸な犬や猫を減らす対策としては、『捨てない・増やさない』ことです。

デジタルテレビ・オール電化・太陽光発電
リフォーム・家電が得意なでんきやさんです

★動物を飼う前にまずは考えてみましょう
１．動物を飼うことができる環境か。⇒　　　　家族の理解と協力。
２．屋内飼育が可能か。　　　　　　⇒　　　　繁殖防止、交通事故防止。
３．近所迷惑にならないか。　　　　⇒　　　　鳴き声、排泄物の後始末。
４．最後まで責任をもって飼えるか。⇒　　　　餌やり、不妊手術、病気等の費用。
５．万が一、飼えなくなった時は　　⇒　　　　新しい飼い主を探せるか。
　「かわいい」という気持ちだけでは最後まで飼うことはできません。家族の理解と協力は不可欠であり、飼い始
める前に家族全員でよく話し合うことが大切です。

問
題
点

★動物が増え続けるのは
　『猫』が増えるのは繁殖力が強く、メス猫は生後４～１２ケ月で繁殖できるようになり、年に２～３回、１回
に４～８匹出産し、１年に多くて２０匹産むことが可能です。
　『犬』は生後６～９ヶ月で繁殖できる体に成長し、１回に５～１０頭の子犬を産みます。
　このように、猫や犬は自分で繁殖をコントロールすることができないため、増えすぎると適切な世話が行き
届かず、地域住民の迷惑にもなります。
　また、無責任な餌やりが原因で、何十匹にも増えたという事例があります。多頭飼育ができない場合は、不
妊手術を行い「望まない命」を防ぐことも動物への愛情です。
　なお、町では不幸な子犬・子猫を増やさないために、不妊手術にかかる費用の一部を補助しています。補助金
については、町建設環境課へお問い合わせください。

★愛護動物を捨てることや虐待することは犯罪です。
　愛護動物を殺傷（虐待）した場合、１年以下の懲役または１００万円以下の罰金、また、遺棄した場合５０万円以
下の罰金が科せられます。
　愛護動物の遺棄等を目撃された方は、以下まで通報をお願いします。
○いすみ警察署　０４７０-６２-０１１０　　○夷隅保健所　０４７０-７３-０１４５
○町建設環境課　０４７０-６８-６６９４

　不幸な命を増やさないために、快適な生活環境を守るのは飼い主の責任です。家族全員で適正な飼育に努め
ましょう。
　また、町建設環境課窓口に『動物の飼い方』などの冊子が用意してありますので、合わせてご覧ください。
　なお散歩中のフンは飼い主が責任をもって後片付けをしましょう。

【問い合わせ】建設環境課 環境整備班　Tel　68-6694
（参考資料　環境省「ふやさないのも愛」より）
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国民健康保険の資格変更の
届出について

　国民健康保険では、家族一人ひとりに被保険者証が発行されていますが、加入は世
帯ごとになります。また、資格に変更があった場合は窓口に届けなければなりません。
　今回は、主な事由と届出の際に持参していただくものを紹介します。

事　由 持参していただくもの

他の市町村に転出するとき 国民健康保険被保険者証、印鑑

職場の健康保険に加入したとき
健康保険の被扶養者になったとき 国民健康保険被保険者証、被用者保険の被保険者証、印鑑

死亡したとき
国民健康保険被保険者証、印鑑

　※葬祭者の方には葬祭費の支給があります。会葬礼状又は葬儀の領収書及び振
込口座が分かるものを持参してください。

生活保護をうけるようになったとき 国民健康保険被保険者証、保護開始決定通知書、印鑑

国保をやめるとき

※国民健康保険の資格がなくなってから、国民健康保険の被保険者証を使用して医療を受けた場合は、町が負
担した医療費を返還してもらいます。医療費額は高額に及ぶ場合もありますので、資格を喪失した際は速や
かに届出をし、正しい被保険者証を使用しましょう。

事　由 持参していただくもの

他の市町村から転入してきたとき 転出証明書、印鑑

職場の健康保険をやめたとき
職場の健康保険の被扶養者でなくなっ
たとき

被用者保険の離脱証明書、印鑑

出生したとき 　国民健康保険被保険者証、母子手帳、印鑑

生活保護をうけなくなったとき 保護廃止決定通知書、印鑑

国保に入るとき

※国民健康保険税は届出をした月分からではなく、資格を取得した月分から納めることになります。
　届出が遅れると、その時点まで遡って納めることになりますので速やかに届出をしましょう。

　国民健康保険は、加入者が保険税を出し合い、病気やけがなどのときに、安心して治療が受けられる助け合
いの制度です。医療費の主な財源に、皆さまの納めている保険税が使われています。保険税を納期内にきちん
と納め、国民健康保険が健全に運営できるようにご協力をお願いします。
　また、医療費の節約のために日ごろから健康づくりや上手な受診を心がけましょう。
　各様式や制度の説明などは、町ホームページで参照、ダウンロード等できますので活用ください。

【問い合わせ】保健福祉課 保健事業班　Tel：68－ 6717
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く
ら
し
の

く
ら
し
の

く
ら
し
の

情
報
情
報
INFORMATION

お
知
ら
せ

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ

（
２
０
１
１
年
新
市
町
村
振
興
宝
く
じ
）

　

オ
ー
タ
ム
ジ
ャ
ン
ボ
宝
く
じ
の

賞
金
は
、
１
等
・
前
後
賞
合
わ
せ

て
２
億
５
千
万
円
！　

秋
の
七
草

賞（
５
万
円
）
も
あ
り
ま
す
！

▽
発
売
期
間

　

９
月
26
日（
月
）～

10
月
14
日（
金
）

▽
発
売
場
所

　

全
国
の
宝
く
じ
売
り
場

※
通
信
販
売
で
も
購
入
で
き
ま
す

▽
抽
選
日

　

10
月
21
日（
金
）

　

こ
の
宝
く
じ
の
収
益
金
は
、
市

町
村
の
明
る
い
ま
ち
づ
く
り
や
、

環
境
対
策
、
少
子
高
齢
化
社
会
へ

の
対
応
な
ど
地
域
住
民
の
福
祉
の

た
め
に
使
わ
れ
ま
す
。

福
祉
の
し
ご
と

就
職
フ
ェ
ア
in
千
葉

　

千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー（
千

葉
県
社
会
福
祉
協
議
会
）
で
は
社

会
福
祉
施
設
等
へ
の
就
職
を
希
望

す
る
方
、
関
心
の
あ
る
か
た
を
対

象
と
し
た
個
別
面
談
会
を
次
の
と

お
り
開
催
し
ま
す
。

▽
日　

時

　

10
月
15
日（
土
）
13
時
～
16
時

▽
会　

場

　

幕
張
メ
ッ
セ
国
際
会
議
場
２
階

　

コ
ン
ベ
ン
シ
ョ
ン
ホ
ー
ル

　
（
千
葉
市
美
浜
区
中
瀬
２
‐
１
）

▽
そ
の
他

　
・
入
場
無
料

　
・
事
前
申
込
み
不
要

※
面
接
会
で
は
あ
り
ま
せ
ん

▽
問
い
合
わ
せ

　

千
葉
県
福
祉
人
材
セ
ン
タ
ー

　

℡
０
４
３
‐
２
４
８
‐
１
２
９
４

　

ご
購
入
は
、
ぜ
ひ
千
葉
県
内
の

発
売
所
で
！

日
西
墨
友
好
の
絆
記
念
行
事

　

町
国
際
交
流
協
会
で
は
、
昨
年

度
制
定
さ
れ
た「
日
西
墨
友
好
の

絆
」
記
念
事
業
と
し
て
こ
の
秋
2

つ
の
事
業
を
開
催
し
ま
す
。
入
場

は
無
料
で
す
。
ぜ
ひ
足
を
運
ん
で

く
だ
さ
い
。

○
第
二
回
月
の
沙
漠
音
楽
会

▽
日　

時

　

10
月
1
日（
土
）　

13
時
～
16
時

▽
会　

場

　

月
の
沙
漠
記
念
館
前
広
場

○
第
十
八
代
当
主徳

川
恒
成
講
演
会

　
「
家
康
公
の
外
交
政
策
」

▽
日　

時

　

10
月
9
日（
日
）14
時
～
15
時
30
分

▽
会　

場

　

町
公
民
館
大
ホ
ー
ル

▽
内　

容

　

徳
川
宗
家
の
現
代
当
主
で
あ
り
、

徳
川
記
念
財
団
初
代
理
事
長
の
徳

川
恒
成（
と
く
が
わ　

つ
ね
な
り
）

氏
を
招
い
て
、
江
戸
時
代
初
期
に

起
こ
っ
た
異
国
人
と
の
交
流
や
時

代
背
景
に
つ
い
て
の
講
演
会
で
す
。

▽
問
い
合
わ
せ

　

町
国
際
交
流
協
会

（
産
業
観
光
課
内
）

　

℡
６
８
‐
２
５
１
３



11

編 集 記後
　伊勢えび祭りのイベントは千葉県知事やチーバくん
などゲストが登場し、会場は大盛り上がりでした。
　特に千葉県知事の写真を撮るにはライバルが多くて
大変！毎回良いポジションを取る報道さんがいて、「さ
すがはプロ！」と感心するばかりでした。
　その時の様子を写し出す写真は、取り直しがきかな
いものばかりです。ポジション取りやシャッターを切
る時は「一写入魂」の精神でがんばります。（井本）

2011.9

盆ぼ
ん
お
ど踊
り
如に
ょ
ら
い来
の
や
う
な
指ゆ
び

の
反そ

り	

澤
崎　

幸
子

を
ど
る
輪わ

の
笑え
が
お顔
が
誘さ
そ

ふ
盆ぼ
ん

を
ど
り	

桜
谷　

敬
蔵

満ま
ん
か
い開
の
木む
く
げ槿
垣が
き
こ越
え
立た

ち
話は
な

し	

金
子　

澄
子

落お
ち
ぜ
み蝉
を
後ご
し
ょ
う
だ
い
じ

生
大
事
と
小ち
い

さ
き
手て	

大
曽
根
利
枝

か
な
か
な
の
声こ
え

で
始は
じ

ま
る
夕ゆ
う
げ餉

か
な	

松
村　
　

全

肩か
た
ぐ
る
ま車
嬉き

き々

す
る
吾あ

こ子
と
花は
な
び火
待ま

つ	

本
吉　
　

愛

立り
っ
し
ゅ
う
秋
の
先せ
ん
ぞ祖
と
語か
た

る
墓は
か
そ
う
じ

掃
除	

本
吉
美
絵
子

俳句愛好会【おんじゅく俳壇】
今月の兼題【盆踊り】

扇せ
ん
す子
持も

ち
舞ま

ふ
人ひ
と

の
手て

の
白し
ろ

き
か
な	

秋
葉
喜
美
江	

紅べ
に

芙ふ
よ
う蓉

す
が
た
形
か
た
ち

は
ワ
ン
ピ
ー
ス	

菊
池　

武
夫

ひ
と
雨あ
め

が
ほ
っ
と
一ひ
と
い
き息
残ざ
ん
し
ょ暑
か
な	

堺　
　

陸
子

立り
っ
し
ゅ
う
秋
や
夫つ
ま

の
遺の
こ

せ
し
ペ
ン
ケ
ー
ス	

小
野　

玲
子

悠ゆ
う
き
ゅ
う

久
の
古こ

と都
の
慣な
ら

ひ
や
大だ
い
も
ん
じ

文
字	

岡
本　

俊
康

八や
つ
お尾

な
る
踊お
ど

り
如い

か何
に
と
来き

し
が
雨あ
め	

鶴
岡
と
く
路

◎
八
尾
＝
風
の
盆	

◎
大
文
字
＝
京
都
の
盆
行
事

◎
か
な
か
な
＝
蜩
（
せ
み
）	

◎
如
来
＝
仏
の
尊
称

人の動き
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■8,063人（－10）男 3,842人  女  4,221人
　世帯数 3,588  （平成23年8月31日）

御宿分署の出動状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■火災件数 0　救急件数 87　平成23年8月中

交通事故発生状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■発生件数 16　死者数 0　負傷者数 20
　（平成23年1月１日～8月31日現在）

町民バス利用状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■乗車人数 179　平成23年8月中

ダムの貯水状況
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■有効貯水量297,000㎥　有効貯水率 51.3%
　（平成23年8月31日現在）

町浄水場の水質検査結果
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■放射性ヨウ素及びセシウム　
　平成23年9月12日　採水の検査結果「不検出」

慶弔（ 8月届 ）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
■　出生 3　死亡 10
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タウンカレンダー

（保健）＝町保健センター　（岩青）＝岩和田青年館　（公民）＝町公民館　（ＢＧ）＝町Ｂ＆Ｇ海洋センター　（御小）＝御宿小学校　（御児）＝御宿児童館

日 月 火 水 木 金 土

月の沙漠音楽祭
13:30～（記念館前広場）

大腸がん・胸部検診
9:00～15:00（公民）

健康運動教室
14:00～15:00（ＢＧ）

大腸がん・胸部検診
9:00～11:00（公民）

公開講座
14:00～15:30（公民）

大腸がん・胸部検診
9:00～15:00（公民）

大腸がん・胸部検診
9:00～15:00
（御宿台集会所）

大腸がん・胸部検診
9:00～15:00（岩青）

健康運動教室
14:00～15:00（ＢＧ）

乳児相談
13:30～15:00（保健）

公開講座
14:00～15:30（公民）

献血（町内各所） 公開講座
14:00～15:30（公民）

健康体力チェック
13:30～15:30（BG）

サンデーオープン
９:００～１２:００（役場）

町民清掃
（町内全域）

第18代当主
徳川恒考氏講演会

14:00～（公民）

伊勢えび祭り
9:50～（記念館前広場）

大腸がん・胸部検診
9:00～11:00
（上布施）
13:00～15:00
（保健）

子育て相談
10:00～11:30（御児）

家庭教育相談
9:00～11:30（公民）

健康運動教室
14:00～15:00（ＢＧ）

10月　神無月

健康体力チェック
13:30～
   15:30
（BG）

消防団フェスタ
（御小）

町県民税
　第３期納期限
国民健康保険税
　 第４期納期限
介護保険料
　 第4期納期限

302928272625

7

14

21

6

13

20

5

12

19

4

11

18

24 25 26 27 28 29

3

10体育の日

17

2

9

16

23 31

30

1

8

15

22

「ふるさと御宿」を愛する方々から寄附を通じて支援を受け、まちづくりの担い手となっていただく「活
力あるふるさとづくり基金」。この制度は平成 20年４月 1日に施行し、３年間で町内外から 3８件・2
７２万９千円の寄附金をいただき、これまで、中学校へのＡＥＤ（自動体外式除細動器）設置代や日・西・
墨４００周年記念記録映像制作代、姉妹都市のメキシコ・アカプルコ市に開設された「日本の広場」に、
アカプルコ市民と御宿町民の永久的な友愛を象徴する記念塔の建設費に活用しました。
　お寄せいただいた寄附金については寄附者の意向が十分反映されるよう特色ある地域づくりに役立
たせていただきます。多くの方々にご賛同いただきますよう、今後ともよろしくお願い申し上げます。

　問い合わせ：企画財政課　68-2512

「活力あるふるさとづくり基金」への寄附金

※平成23年3月31現在までの寄付合計件数:合計金額

①幻想の世界
『月の沙漠の旅』づくり事業

6件：１０万円

②世界に発信
『人類愛の輪』事業
２２件：２１４万５千円

③夢を育む人にやさしいま
ちづくり事業
１０件：４８万４千円


